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幸運な偶然と

予想外の発見

から生まれた

新薬クラリス(CAM)

膚事躍置輩鞘躍纂鼠疑
2016年 7月 22日 :『第374回CBI学会研究講演会」

元・大正製薬く株)医薬研究所長:森本繁夫

クラリス●マイシン(CAM:クブル0開発経緯

。      '73年 EM誘導体研究開始(一時中断)

(大正)
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CAM:マクロライド市場トップ

次世代品 :(

日本薬学会技術賞,大河内記念生産賞,全国発明表彰発明賞,

製剤機構技術研究会仲井賞
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痛感したEM誘導体研究の難しさ
研究開始4年 目に中断。
(SH蛋 自分解酵素阻害剤への応援)

CAM(TE103鵬で0課題 (1982年～ )

0抗菌力評価(1982～ ):EMとの比較
● 薬物動態検討、ヒト代謝物の存在(1985年 ):

M5(14‐OH CAM)の抗菌力、毒性試験
⑬ 合成コスト(1980～ 1988年):TMS■ceta:法

⑫結晶多形(1984年 ):‖ 型安定性

鬱原薬の苦み(1986～ 1992年 ):小児用水懸濁剤
→ (96:DS開発、06:改良DS開発)

●臨床効果&副作用 (1985～ ):(治験番号:TE¨031)

(Abbo世社へ導出、同時開発:1985年～)

CAM選択的合成法0発見

工業的合成法 (1987年 )

R=001刊駆ぶ難十
(簡便、低コスト)



辮
tttЪ

蒼量探翼喜こ
・
囁fi護

`r藻

嵐
2.高い血中濃度と持続性

籟虔』卜螂●劃等

●新領域 へのチャレカ
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MAC感染、H.ピロリ感染
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エイス
・に伴うMAC症

中耳炎 (小児 )

小児用製剤
(卜
・
ライシロツプ)

発売

錠剤小型化
PTPヒしチ印刷

卜
・
ライシロツプ改良 (中 )

錠剤カナ印字

(2010年製剤機構技術
警究会仲井■)

'06

'08

'10

'11

講 堀獣垢』引肇染場:

用
℃8

赫
,1

染胃炎追加適用

¨̈
‰

CA_MOI研究から思うこと
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●研究の歴史は大事
●独自の発想で常識に挑戦

● 失敗は好機

●視点を変え(やつてみる)

● Serendipity:想定外の宝物に気づくセンス

●ポジティブ思考、あきらめない粘リ
● 好きで夢中になる
●何のため(世の役に立つとの想い)

● 今が明日を決める、運は転換でき夢は叶うもの


